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【目的】本研究の目的は、非都市部在住高齢者における熱中症予防行動（以下予防行動）の実施状況および個人特

性（年齢、性など）と予防行動の関連について明らかにすることである。 

【方法】高知市在住高齢者を対象に、質問紙にて個人特性および予防行動（10 項目）の実施状況を尋ねた。予防行

動について実施していると実施せずの 2 つに分け、χ2 検定または Fisher の直接確率法を用いて、個人特性と予防

行動の関連について検討した。 

【結果】122 人（有効回答率 89.7%）の高齢者から回答を得た。予防行動の「暑い時、保冷剤・冷たいタオルなどで

身体を冷やすようにしている」は、61.4%の対象者が実施とやや少なかったが、それ以外は約 80%以上の対象者が

実施していた。予防行動の実施と性別、年齢、通院中の病気、熱中症に関する情報収集に関連があった。85 歳未

満の高齢者は、「扇風機や冷房（クーラー）を使って部屋の温度を上手に調節している」、「暑い時、保冷剤・冷た

いタオルなどで身体を冷やすようにしている」、「体調に関しての緊急時・困った時の連絡先を確認している」割

合が有意に高かった。熱中症に関する情報を得る者は、「扇風機や冷房（クーラー）を使って部屋の温度を上手に

調節している」、「暑い時、保冷剤・冷たいタオルなどで身体を冷やすようにしている」、「喉の渇きを感じなくと

も、こまめに水分・塩分を補給している」、「体調に関しての緊急時・困った時の連絡先を確認している」割合が

有意に高かった。 

【考察】高知市在住の高齢者の多くが熱中症予防に努めていた。85 歳以上の高齢者にとって、室温の確認や調整、

体の冷却、体調の変化に備える行動を自力で行うことは難しく、85 歳以上の高齢者に対し、高齢者の能力に合わ

せた支援方法を検討する必要がある。本研究では、熱中症に関する情報を得る行動に影響する個人特性は調査さ

れていない。今後、熱中症に関する情報を得る高齢者の特徴について調査する必要がある。 
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緒 言 

近年、地球温暖化により熱中症の搬送数は増加し

ている。熱中症の搬送数において、65 歳以上の高齢

者が占める割合が最も多いこと、最も多い発生場所

が住居であることは、我が国の大都市圏から継続し

て報告されており 1～4）、研究者らが活動している高

知県においても同様である 5）。住居内で日常生活中

に生じる熱中症を非労作性熱中症とされる。非労作

性熱中症は、入院後、神経学的転帰が不良になる因

子の 1 つであることから、高齢者に対する非労作性

熱中症予防の重要性が指摘されている 6）。高齢者は、

クーラーを使用せず高温多湿の室内環境で過ごして

いることなどにより、気づかないうちに脱水症が生

じ、脱水症を契機に熱中症を発症していたことが明

らかとなっている 7）。このことから、高齢者は、日々

の生活において、熱中症を予防するための適切な行

動をとることが求められる。 

高齢者における熱中症予防行動の実態について

明らかにした研究 8）は、調査時期が2006年とやや

古く、夏の平均気温が年々上昇している現在の気候

とは異なるため、研究結果をそのまま現在の状況に

当てはめることはできない。また、調査時期が2015

年の研究 9）では、高齢者の熱中症予防行動におけ

る性別年齢層別の特徴しか明らかにされていない。

このような背景により、本研究の目的は、非都市部

在住高齢者における熱中症予防行動の実施状況お

よび個人特性（年齢、性など）と熱中症予防行動の

関連について明らかにし、高齢者の熱中症予防行動

促進に向けた支援の示唆を得ることである。 

  

研 究 方 法 

1. 対象者 

 高知市に在住し、高齢者が集う場に参加している



65 歳以上の高齢者を対象とした。高齢者が集う場と

は、レクリエーションやゲーム等の多様な活動を行

う高知市なごやか宅老事業宅老所、高齢者サロン、

老人会である。これらの集う場は、介護保険の通所

サービスとは異なり、体操をする、歌を歌う、レク

リエーションやゲームをする等の多様な活動を通じ

て他者と交流・活動することや、高齢者の憩いの場

として過ごすことを目的としている。これらの集う

場には、おおよそ 10～30 人/回の高齢者が参加して

いる。本研究における集いの場は、標高約 10m 未満

の場所に設置されており、山間部に在住している対

象者は除かれた。 

2. 調査方法 

研究者らは、2023 年 6 月末から 8 月の間に、高知

市なごやか宅老事業宅老所 5 か所、高齢者サロン 2

か所、老人会 2 か所の計 9 か所において、熱中症予

防教室を開催した。事前に高齢者が集う場の責任者

に承諾を得たうえで、熱中症予防教育開始前に、高

齢者に対し文書を用いて口頭にて調査協力について

説明を行った。その後、高齢者全員に、自記式の調

査用紙を配布し、調査用紙への回答を依頼した。調

査用紙の回答後、高齢者自身で封筒に入れてもらい

研究者らがその場で回収した。調査協力の意思がな

い高齢者には、調査用紙の記入をせずに封筒に入れ

てもらい、研究者らがその場で回収した。熱中症予

防教室の実施は、高齢者全員の調査用紙を回収した

後とした。 

3. 調査項目 

調査表は、熱中症予防行動の実施状況を問う項目

および熱中症予防行動に関連すると考えられる個人

特性を問う項目で構成された。 

熱中症予防行動の質問項目について、環境省が公

表している高齢者のための熱中症予防対策のリーフ

レット 10）および厚生労働省が公表している熱中症

の予防についてのリーフレット 11）に掲げられてい

る熱中症予防行動、熱中症予防に関する書籍 12）を参

考に作成した。熱中症予防行動の質問項目は、「扇風

機や冷房（クーラー）を使って部屋の温度を上手に

調節している」、「部屋の温度をこまめに確認してい

る」、「部屋の風通しを良くしている」、「涼しい服装

をしている」、「暑い時、保冷剤・冷たいタオルなど

で身体を冷やすようにしている」、「外出時、日傘や

帽子を着用している」、「天気の良い日は、日中の外

出をできるだけ控えている」、「喉の渇きを感じなく

とも、こまめに水分・塩分を補給している」、「食事

は 3 食（朝・昼・夕）きっちり摂っている」、「体調

に関しての緊急時・困った時の連絡先を確認してい

る」という 10 項目を設定した。これらの熱中症予防

行動の実施状況について、「とても当てはまる」、「あ

る程度当てはまる」、「あまり当てはまらない」、「全

く当てはまらない」で回答を得た。 

個人特性を問う項目は、年齢、性別、同居人の状

況に加え、熱中症予防行動に関連すると考えられる

外出の頻度、自宅におけるクーラー（エアコン）の

設置、通院中の病気、熱中症の経験、熱中症に関す

る情報収集とした。本研究における 10 項目の熱中症

予防行動を踏まえ、外出の頻度、自宅におけるクー

ラー（エアコン）の設置、通院中の病気という質問

項目を設定した。また、熱中症に関心や知識を有し

ていても予防行動が不十分という報告 9）があること

から、熱中症の経験および熱中症に関する情報収集

の質問項目も設定した。同居人の存在は、「独居」、

「独居以外」、外出の頻度は、「週に 5 日以上」、「週

に 3～4 日」、「週に 1～2 日、それ以下」で回答を得

た。自宅におけるクーラー（エアコン）の設置、通

院中の病気、熱中症の経験は、「ある」、「ない」で回

答を得た。熱中症に関する情報収集は、熱中症に関

する情報を得ようとしているかについて「得るよう

にしている」、「していない」で回答を求め、「得るよ

うにしている」に回答した者には、情報収集先とし

て、「テレビ」、「ラジオ」、「新聞」、「その他」から当

てはまるもの全てを選択して回答するよう求めた。 

4. 分析方法 

 個人特性および熱中症予防行動の項目について、

単純集計を行った。次に、熱中症予防行動の項目に

ついて、「とても当てはまる」、「ある程度当てはまる」

と回答した者を「実施している」群、「あまり当ては

まらない」、「全く当てはまらない」を「実施してい

ない」群に分けた。個人特性と熱中症予防行動の「実

施している」、「実施していない」の関連について、χ2

検定または Fisher の直接確率法を用いて確認した。

個人特性の項目は、性別、年齢、同居人の有無、通

院中の病気の有無、熱中症の経験の有無、熱中症に

関する情報を「得るようにしている」、「していない」

とした。年齢について、対象者の中央値および四分

位範囲を踏まえ 85 歳未満、85 歳以上の群に分けた。

クーラー（エアコン）の設置は、「ない」と回答した

数が極端に少なく、分析から除外した。個人特性の



項目間の関連についても、χ2 検定または Fisher の直

接確率法を用いて確認した。統計解析ソフトは SPSS 

ver25（IBM 社、東京）を用いた。有意水準は、全て

5%とした。 

5. 倫理的配慮 

 本研究は、高知県立大学倫理委員会の承認を得て

実施した（承認番号：看研倫 22-70）。対象者には、

調査用紙の配布時に、調査協力は自由意思であるこ

と、調査協力しなくとも不利益は一切ないことにつ

いて文書および口頭で十分に説明し、同意を得た。 

 

研 究 結 果 

集いの場に参加した高齢者全員から調査用紙が回

収された。回収された調査用紙は 136 部であり、う

ち、回答に欠損がなかった 122 部（有効回答率 89.7%）

を分析対象とした。 

1. 対象者の個人特性 

 対象者の個人特性について表 1 に示す。年齢の中

央値は 82 歳（四分位範囲 78-87 歳）、女性が 110 人

（90.2%）と多かった。 

 

表 1 対象者の個人特性（n=122） 

項目 

所属，n(%)     

 宅老所 65 (53.3) 

 高齢者サロン 31 (25.4) 

 老人会 26 (21.3) 

年齢，中央値(四分位範囲) 82 (78-87) 

性別，n(%)   

 女 110 (90.2) 

 男 12 (9.8) 

同居人，n(%) 
  

 なし 50 (41.0) 

 あり 72 (59.0) 

外出の頻度，n(%)   

 週に 5 日以上 69 (56.6) 

 週に 3～4 日 45 (36.9) 

 週に 1～2 日、それ以下 8 (6.6) 

クーラー(エアコン)の設置，n(%) 
 

 ある 117 (95.9) 

 ない 5 (4.1) 

 
  

通院中の病気，n(%) 

 ある 102 (83.6) 

 ない 20 (16.4) 

熱中症の経験，n(%) 
  

 ある 15 (12.3) 

 ない 107 (87.7) 

熱中症に関する情報，n(%)   

 得るようにしている 93 (76.2) 

 していない 29 (23.8) 

している人の情報収集先，n(%)，複数回答 

 テレビ 85 (91.4) 

 ラジオ 12 (12.9) 

 新聞 50 (53.8) 

  その他 9 (9.7) 

 

2. 熱中症予防行動の実施状況 

 熱中症予防行動の実施状況について、表 2 に示す。

熱中症予防行動の項目において、「とても当てはま

る」、「ある程度当てはまる」という肯定的な回答が

多かった上位 3 つは、「食事は 3 食（朝・昼・夕）き

っちり摂っている」、「涼しい服装をしている」、「外

出時、日傘や帽子を着用している」であった。「食事

は 3 食（朝・昼・夕）きっちり摂っている」では、

「とても当てはまる」102 人（83.6％）、「ある程度当

てはまる」19 人（15.6％）で、計 121 人（99.2％）

であった。「涼しい服装をしている」では、「とても

当てはまる」54 人（44.3％）、「ある程度当てはまる」

66 人（54.1％）で、計 120 人（98.4%）であった。「外 

 

表 2 熱中症予防行動の実施状況（n=122） 

項目 n (%) 

扇風機や冷房(クーラー)を使って部屋の温度を上手に

調節している 

 とても当てはまる 59 (48.4) 
 ある程度当てはまる 60 (49.2) 
 あまり当てはまらない 2 (1.6) 
 全く当てはまらない 1 (0.8) 

部屋の温度をこまめに確認している 

 とても当てはまる 54 (44.3) 
 ある程度当てはまる 41 (33.6) 
 あまり当てはまらない 20 (16.4) 
 全く当てはまらない 7 (5.7) 



部屋の風通しを良くしている 

 とても当てはまる 58 (47.5) 
 ある程度当てはまる 59 (48.4) 
 あまり当てはまらない 5 (4.1) 
 全く当てはまらない 0 (0.0) 

涼しい服装をしている 

 とても当てはまる 54 (44.3) 
 ある程度当てはまる 66 (54.1) 
 あまり当てはまらない 2 (1.6) 
 全く当てはまらない 0 (0.0) 

暑い時、保冷剤・冷たいタオルなどで身体を冷やすよう

にしている 

 とても当てはまる 33 (27.0) 
 ある程度当てはまる 42 (34.4) 
 あまり当てはまらない 29 (23.8) 
 全く当てはまらない 18 (14.8) 

外出時、日傘や帽子を着用している 

 とても当てはまる 87 (71.3) 
 ある程度当てはまる 33 (27.0) 
 あまり当てはまらない 1 (0.8) 
 全く当てはまらない 1 (0.8) 

天気の良い日は、日中の外出をできるだけ控えている 

 とても当てはまる 42 (34.4) 
 ある程度当てはまる 61 (50.0) 
 あまり当てはまらない 13 (10.7) 
 全く当てはまらない 6 (4.9) 

喉の渇きを感じなくとも、こまめに水分・塩分を補給し

ている 

 とても当てはまる 66 (54.1) 
 ある程度当てはまる 48 (39.3) 
 あまり当てはまらない 8 (6.6) 
 全く当てはまらない 0 (0.0) 

食事は 3 食(朝・昼・夕)きっちり摂っている 
 とても当てはまる 102 (83.6) 

 ある程度当てはまる 19 (15.6) 
 あまり当てはまらない 1 (0.8) 
 全く当てはまらない 0 (0.0) 

体調に関しての緊急時・困った時の連絡先を確認してい

る 
 とても当てはまる 59 (48.4) 

 ある程度当てはまる 46 (37.7) 
 あまり当てはまらない 12 (9.8) 

  全く当てはまらない 5 (4.1) 

 

 

出時、日傘や帽子を着用している」では、「とても当

てはまる」87 人（71.3％）、「ある程度当てはまる」

33 人（27.0％）で、計 120 人（98.4%）であった。

下位 3 つは、「天気の良い日は、日中の外出をできる

だけ控えている」、「部屋の温度をこまめに確認して

いる」、「暑い時、保冷剤・冷たいタオルなどで身体

を冷やすようにしている」であった。「天気の良い日

は、日中の外出をできるだけ控えている」では、「と

ても当てはまる」42 人（34.4％）、「ある程度当ては

まる」61 人（50.0％）で、計 103 人（84.4%）であ

った。「部屋の温度をこまめに確認している」では、

「とても当てはまる」54 人（44.3％）、「ある程度当

てはまる」41 人（33.6％）で、計 95 人（77.9%）で

あった。「暑い時、保冷剤・冷たいタオルなどで身体

を冷やすようにしている」では、「とても当てはまる」

33 人（27.0％）、「ある程度当てはまる」42 人（34.4％）

で、計 75 人（61.4%）であった。 

3. 個人特性と熱中症予防行動の関連 

 個人特性と関連があった熱中症予防行動は、「扇風

機や冷房（クーラー）を使って部屋の温度を上手に

調節している」、「部屋の温度をこまめに確認してい

る」、「暑い時、保冷剤・冷たいタオルなどで身体を

冷やすようにしている」、「天気の良い日は、日中の

外出をできるだけ控えている」、「喉の渇きを感じな

くとも、こまめに水分・塩分を補給している」、「体

調に関しての緊急時・困った時の連絡先を確認して

いる」であった。これらの熱中症予防行動は、個人

特性における性別、年齢（85 歳未満、85 歳以上）、

通院中の病気の有無、熱中症に関する情報収集のい

ずれかと関連があった。有意な関連がみられた個人

特性の項目と熱中症予防行動ついて表 3 に示す。性

別の女性において、「部屋の温度をこまめに確認して

いる」（p=0.005）、「喉の渇きを感じなくとも、こま

めに水分・塩分を補給している」（p=0.031）の「実

施している」割合が有意に高かった。年齢の 85 歳未

満について、「扇風機や冷房（クーラー）を使って部

屋の温度を上手に調節している」（p=0.029）、「部屋

の温度をこまめに確認している」（p=0.031）、「暑い

時、保冷剤・冷たいタオルなどで身体を冷やすよう

にしている」（p=0.031）、「体調に関しての緊急時・

困った時の連絡先を確認している」（p=0.008）の「実

施している」割合が有意に高く、「天気の良い日は、
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日中の外出をできるだけ控えている」（p=0.035）の

「実施していない」割合が有意に高かった。通院中

の病気がある者において、「体調に関しての緊急時・

困った時の連絡先を確認している」（p=0.01）の「実

施している」割合が有意に高かった。熱中症に関す

る情報を得るようにしている者において、「扇風機や

冷房（クーラー）を使って部屋の温度を上手に調節

している」（p=0.012）、「暑い時、保冷剤・冷たいタ

オルなどで身体を冷やすようにしている」（p=0.001）、

「喉の渇きを感じなくとも、こまめに水分・塩分を

補給している」（p=0.002）、「体調に関しての緊急時・

困った時の連絡先を確認している」（p<0.001）の「実

施している」割合が有意に高かった。 

熱中症予防行動と関連のあった個人特性におけ

る性別、年齢（85歳未満、85歳以上）、通院中の病

気の有無、熱中症に関する情報を得ようとする行動

の有無について、これらの項目同士に有意な関連は

なかった。 

 

考 察 

本研究は、非都市部である高知市在住の高齢者が

対象であった。本研究の対象者における熱中症予防

行動の実施状況について、「とても当てはまる」、「あ

る程度当てはまる」を合わせると、「暑い時、保冷剤・

冷たいタオルなどで身体を冷やすようにしている」

は、61.4%の対象者が実施とやや少なかったが、そ

れ以外の熱中症予防行動は約 80%以上の対象者が実

施していた。都市部で実施された高齢者対象の先行

研究において、谷田ら 9）の報告では、高齢者の熱中

症予防行動において、水分補給や日傘・帽子の使用

の実施率は高かったが、涼しい服装の実施率は低か

った。柴田ら 8）の報告では、高齢者に熱中症の予防

策を問うており、水分補給をあげた者は男性 90.6%、

女性 96.9%、涼しい服装をあげた者は男性 66.2%、

女性 70.8%、冷房器具をあげた者は男性 62.6%、女

性 64.6%、冷却シートの使用をあげた者は男性 1.5%、

女性 3.6%であった。先行研究とは調査時期や質問方

法が異なるが、本研究において、非都市部である高

知市に在住する高齢者の多くが、熱中症予防に努め

ていることが明らかとなった。 

本研究において、熱中症予防行動と、性別、年齢

（85 歳未満、85 歳以上）、通院中の病気の有無、熱

中症に関する情報収集の有無の関連も明らかとなっ

た。性別と熱中症予防行動の関連について、本研究

では、女性において、「部屋の温度をこまめに確認し

ている」、「喉の渇きを感じなくとも、こまめに水分・

塩分を補給している」という熱中症予防行動を実施

しており、男性はこれらの行動を実施していない傾

向があった。谷田ら 9）の報告でも、男性の前期高齢

者が室内の温度や湿度を確認する行動がとれていな

いことを明らかにしている。熱中症の救急搬送者に

おいて、女性に比べ男性の発生数は多いこと 1）、65

歳以上の男性高齢者数が突出して多いこと 2）が報告

されていることから、男性の熱中症予防行動への支

援が必要である。しかし、本研究において男性の対

象者の数が 12 人と少なく、今後、男性の対象者数を

増やし、男性高齢者に特化した熱中症予防行動の現

状を把握し、支援を検討する必要がある。 

本研究では、高齢者における熱中症に関する知識

や予防行動について明らかにした先行研究 8,9）に比

べ、年齢の中央値は 82 歳（四分位範囲 78-87 歳）で

あり、後期高齢者とされる 75 歳を超える高齢者が多

い集団であった。そのため、本研究では、85 歳未満

と 85 歳以上に分け、年齢と熱中症予防行動の関連に

ついて分析した。先行研究では、70 歳代の高齢者は

エアコン（クーラー）を使用しているにもかかわら

ず、若年者に比べ、高温多湿の状態で暮らしている

ことが明らかにされている 13）。さらに、居間および

寝室の室温を正しく認知できるかについて検討した

研究 14）によると、70 歳以上の高齢者が他の年代に

比べ、居間および寝室の室温を正しく把握できなか

ったことも明らかにされている。高齢者は、知覚機

能の低下により温度覚の閾値は上昇し、基礎代謝も

低下するため同じ気温でも若年者と比較して寒く感

じる 15）。そのため、熱中症予防行動の中でも、適切

な室内温度に調整する行動は高齢者にとって難しい。

一方、本研究では、85 歳未満の高齢者において、「扇

風機や冷房（クーラー）を使って部屋の温度を上手

に調節している」、「部屋の温度をこまめに確認して

いる」、「暑い時、保冷剤・冷たいタオルなどで身体

を冷やすようにしている」という熱中症予防行動を

実施しており、85 歳以上の高齢者はこれらの行動を

実施していない傾向があった。本研究における 85

歳未満の高齢者は、「天気の良い日は、日中の外出を

できるだけ控えている」という行動がとれていない

傾向があり、活動的な高齢者であった。つまり、本

研究の対象者のように比較的健康な 85 歳未満の高

齢者は、熱中症予防に向け、室内温度の調整に努め、



体温の上昇を察知し体を冷やす行動がとれるといえ

る。また、「体調に関しての緊急時・困った時の連絡

先を確認している」も実施しており、熱中症による

体調の変化に備える行動もとれるといえる。現在の

我が国の高齢者は、10 年から 20 年前と比較して、

加齢に伴う身体的変化の出現が 5年から 10年に延長

しており、75 歳以上を高齢者、90 歳以上を超高齢者

と定義することが提案されている 16）。本研究結果よ

り、熱中症予防行動の中でも、室温の確認や調整、

体の冷却、体調の変化に備える行動は、85 歳以上の

高齢者にとって自力で実施することが難しいといえ

る。今後、熱中症予防行動促進向けた支援において、

高齢者を一括りの集団とした支援ではなく、85 歳以

上の高齢者に対しては、高齢者の能力に合わせた支

援方法の検討が必要である。 

本研究において、熱中症に関する情報を得るよう

にしている者は、「扇風機や冷房（クーラー）を使っ

て部屋の温度を上手に調節している」、「暑い時、保

冷剤・冷たいタオルなどで身体を冷やすようにして

いる」、「喉の渇きを感じなくとも、こまめに水分・

塩分を補給している」、「体調に関しての緊急時・困

った時の連絡先を確認している」という熱中症予防

行動を実施しており、熱中症に関する情報を得るよ

うにしていない者は、これらの行動を実施していな

い傾向があった。江口 17）は、健康行動を自発的・自

主的にとっていくために「ヘルスリテラシー」とい

う基礎的能力が重要であるとしている。「ヘルスリテ

ラシー」について海外において様々な定義が出され

ているが 18）、日本において木内ら 19）は、「患者・市

民が健康に関連する情報を探し出し、理解して、意

思決定に活用し、適切な健康行動につなげる能力」

と定義している。高齢者のヘルスリテラシーの特徴

について辛島の報告 20）によると、ヘルスリテラシー

が高い群は能動的な情報収集を行っていたことを明

らかにしている。本研究において、熱中症に関する

情報源は主にテレビであった。このことから、本研

究における熱中症の情報を得るようにしていた高齢

者は、テレビで得た情報を理解し、熱中症予防行動

に活用できていた集団であったといえる。本研究に

おいて、熱中症に関する情報を得ようとする行動と

性別や年齢（85 歳未満、85 歳以上）をはじめとする

個人特性との関連はなかった。本研究における個人

特性には、教育背景や経済状況というような健康行

動に影響を与えるとされる項目は含まれていなかっ

た。また、高齢者のヘルスリテラシーに影響すると

されるソーシャルサポートに関する項目 20）も含ま

れていなかった。今後、熱中症に関する情報を得る

ようにしている、あるいは、していない高齢者集団

の特徴について調査し、支援方法を検討することが

必要と考える。 

本研究において、個人特性との関連がなかった熱

中症予防行動は、「部屋の風通しを良くしている」、

「涼しい服装をしている」、「外出時、日傘や帽子を

着用している」、「食事は 3 食（朝・昼・夕）きっち

り摂っている」であった。これらの予防行動は、日々

の生活において無理なく誰でも実施している行動と

いえる。 

本研究の限界点は以下の3点である。一つ目とし

て、熱中症予防教室に参加する高齢者を対象とした

ため、熱中症予防の意識が高い集団と考えられ、一

般化することは難しいことである。二つ目として、

対象者は、自身の熱中症予防行動を想起して回答し

ているため、対象者によって回答の正確さが異なる

ことである。三つ目として、熱中症予防行動の質問

項目の信頼性と妥当性の確認をしていないことで

ある。 

 

結 論 

1. 本研究では、高知市在住の高齢者の多くが熱中

症予防に努めていることに加え、熱中症予防行

動の実施と性別、年齢（85 歳未満、85 歳以上）、

通院中の病気の有無、熱中症に関する情報収集

の有無の関連が明らかとなった。 

2. 本研究の対象者のように比較的健康な 85 歳未

満の高齢者は、熱中症予防に向け、室内温度の

調整に努め、体温の上昇を察知し体を冷やす行

動がとれ、熱中症による体調の変化に備える行

動もとれるといえる。一方、85 歳以上の高齢者

にとって、これらの行動を自力で実施すること

が難しく、85 歳以上の高齢者に対し、高齢者の

能力に合わせた支援方法を検討する必要がある。 

3. 本研究において、熱中症情報を得るようにして

いた高齢者は、テレビで得た情報を理解し、熱

中症予防行動に活用できていた集団であった。

本研究では、熱中症に関する情報を得ようとす

る行動に影響する個人特性は調査されていない。

今後、熱中症に関する情報を得る高齢者の特徴

について調査する必要がある。 
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